
（５）採取翌日の症状・検査結果（1993 年 1 月～2010 年 3 月末までの集計データ） 
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ほとんど 1日で解熱しています。 

導尿カテーテルを抜いた後の痛みや違和感です。 

針を刺した部位の腫れ・出血・血腫等です。 

針を刺した部位ではなく、上気道炎（かぜ）や尿路感染症によるものです。 

いずれも一時的なものです。 


